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はじめに 

 
このたびは、東洋電機インバータＶＦ６４をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

この取扱説明書はＶＦ６４インバータオプションのうちＲＳ４８５／ＲＳ２３２Ｃ通信オプション 

ＡＳＹＣ６４の機能と取り扱いについて説明したものです。 

正しくお使いいただけるために、この説明書をよくお読みになって、お取り扱い下さるようお願い致し

ます。また、ＶＦ６４インバータの機能とともに、多くの機能を用途に応じてお使いになる場合は、イ

ンバータ本体の取扱説明書もあわせてお読みくださるようお願いいたします。 
 
 
 
 

   参 考

（１）　ＲＳ２３２Ｃ伝送方式

　　　ＲＳ２３２Ｃ規格はＣＣＩＴＴ勧告に定められた不平衡型のインターフェースです。

　　　当社ではインバータのテスト用に標準のパソコンが装備するこの方法を採用しています。

　　比較的近距離の１：１の通信を希望する場合はご使用下さい。

（２）　ＲＳ４２２伝送方式

　　　ＲＳ４２２はＲＳ２３２Ｃ規格の問題点を改良するために登場した平衡型インターフェー

　　スで独立したドライバとレシーバを持った伝送方式です。　比較的長距離通信が可能で複数

　　の端末が４本のケーブルで全二重で接続されます。　当社では１ｋｍ程度以下の伝送距離で

　　１：１の端末を持つ伝送方式を希望する場合に採用しています。

（３）　ＲＳ４８５伝送方式

　　　ＲＳ４８５は平衡型インターフェースでドライバとレシーバが共用される双方向の伝送方

　　式です。　　比較的長距離通信が可能で複数の端末を２本のケーブルで半二重で接続されま

　　す。　当社では１ｋｍ程度以下の伝送距離で１：Ｎの端末を必要とする伝送方式を希望する

　　場合に採用しています。  
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安全上の注意事項 

製品をご使用の前に｢安全上の注意事項｣を熟読の上、正しくご使用ください。 

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」・「注意」として区別してあります。 
 

危険
：取り扱いを誤まった場合に危険な状況が起こりえて、、死亡または重

傷をうける可能性が想定される場合。

 

：取り扱いを誤まった場合に危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽

傷を受ける可能性が想定される場合。および物理的傷害だけの発生が想定

される場合。但し状況によって重大な結果に結びつく可能性があります。

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

注意
 

 
                                          注意  

● 開梱時に、破損、変形しているものは使用しないで下さい。故障、誤動作のおそれがあります。

● 製品を落下、転倒などで衝撃を与えないで下さい。製品の損傷、故障のおそれがあります。 

● 通信ケーブル、コネクタは確実に装着し、ロックしてください。故障、誤動作のおそれがありま

す。 

● インバータは低速から高速までの運転設定ができますので、運転はモータや機械の許容範囲を十

分確認の上行ってください。 

 

 

                                          危険  

● 取り付け、取り外し、配線作業および保守・点検は必ず電源を切ってから行ってください。 

 通電したままでの作業は、感電・火災のおそれがあります。 

● 必ず表面カバーを取り付けてから入力電源をＯＮ（入）にしてください。なお、通電中はカバー

を外さないで下さい。感電のおそれがあります。 

● インバータ通電中は停止中でもインバータ端子に触れないで下さい。 

 感電のおそれがあります。 

● 運転信号（指令）を入れたままアラームリセットを行うと突然再始動しますので、運転信号（指

令）が切れていることを確認して行ってください。けがのおそれがあります。 

● 改造は絶対にしないで下さい。 
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１．機能概要 

  本オプションカードは、ＶＦ６４インバータの制御プリント基板（ＶＦＣ６４）のコネクタに端子台

プリント基板（ＶＦＣ６４ＴＢ）の代わりに装着し、外部のシリアル通信機器（上位ＣＰＵシステム、パ

ーソナルコンピュータ、プログラマブルコントローラ：ＰＬＣ、パネルコントローラなど）とデータ通信

を行い、ＶＦ６４インバータを制御し、各種パラメータデータをモニタすることができます。 

外部装置とのインターフェイスはＲ４８５、およびＲＳ２３２Ｃに準拠しており、伝送手順は調歩同期

式をサポートしています。伝送速度は最高３８４００ｂｐｓ（ＲＳ２３２Ｃ側は１９２００ｂｐｓ）まで

対応しています。 

また、ＶＦＣ６４ＴＢと同様に多機能入出力端子を備えています。 
 
１．１ 特長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．２ 通信機能 

   通信によってインバータを制御し、各種パラメータデータをモニタすることができます。 

  （詳細は表７．７  モニタデータ一覧表を参照してください） 

● 制御データの指令 

正転／逆転運転指令，制定／逆転寸動指令，停止指令，速度（周波数）指令， 

保護状態リセット，トルク指令，初励ＯＮ／ＯＦＦ指令，多機能入力指令 

 

● 制御データのモニタ要求 

モータ回転速度（出力周波数），回転速度指令値，出力電流値，トルク指令値 

直流電圧値，出力電圧値，過負荷カウンタ，ライン速度，モータ温度，入力端子状態， 

出力端子状態，ＶＦ６４プログラムバージョン，ＶＦ６４シーケンスバージョン 

ＶＦ６４スーパブロックバージョン，保護履歴データ，運転状態，保護状態，多機能出力状態 

 

● 設定項目の読出し，変更 

基本設定項目、拡張機能設定項目（エリアＡ～Ｐ）。 

ＶＦ６４インバータの機能設定項目の読出しと変更ができます。 

 

 

 

１．ハードウェア構成および通信プロトコルを説明しているので、お客様で独自にインバ 

    ータの制御ソフトウェアを作成することが出来ます。 

２．インバータの保護状態リセットが通信によって行えます 

３．通信コマンドを機能ごとに分類しています。 

  （運転指令，速度指令，各種パラメータの設定，運転モニタなど） 

４．ＲＳ４２２／４８５通信により、１台のマスタ局に複数台（最大３１台）のインバー 

    タが接続でき個別に制御できます 

５．ＶＦＣ６４ＴＢと同機能の多機能入出力端子が使用できます。 

    （入力：端子台５点，出力：コネクタ４点） 
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２．基本仕様 

２．１ シリアル通信仕様 
項　目 仕　　様

電源 制御側 ＋５Ｖ  　インバータ本体より供給

通信側 ＋５Ｖ 　 ＤＣ／ＤＣコンバータを介して制御側電源より供給

物理層の電気的特性 ＲＳ４２２／４８５準拠 ＲＳ２３２Ｃ準拠

伝送距離   １０００ｍ ３ｍ

局数 １： 最大３１台 １：１

適合インバータ ＶＦ６４インバータ 同左

通信制御方式 ポーリング／セレクティング方式 ポーリング方式

通信速度 1200/2400/4800/9600/19200/38400bps 1200/2400/4800/9600/19200bps

伝送手順 半二重（無手順） 同左

同期方式 非同期方式 同左

符号化方式 ＮＲＺ 同左

変調方式 ベースバンド 同左

接続形式 端子台（Ｍ３用） コネクタ  （ ﾓﾚｯｸｽ製 5051-04 ）

データ形式

データ長 アスキー  （７ビット）

スタートビット     （１ビット）

パリティチェック（１ビット偶数）

ストップビット長   （１ビット）

同左

エラー検出 サムチェック 同左

推奨ケーブル ＳＰＥＶ（ＳＢ）－０．５×３Ｐ ツイストペアシールド０．３□

 
表２．１ 通信機能基本仕様 

 

  端子記号  機能  入出力仕様  備考

Ｒｘａ 受信信号（＋） マスタのＳＤ(+)を接続 ＲＳ３８５／４２２用

Ｒｘｂ 受信信号（－） マスタのＳＤ(-)を接続 〃

Ｔｘａ 送信信号（＋） マスタのＲＤ(+)を接続 〃

Ｔｘｂ 送信信号（＋） マスタのＲＤ(-)を接続 〃

ＴＢ１

ＧＮＤ 通信信号のグランド（0v） マスタのＧＮＤを接続 アースに接続しないこと

１，２ 通信信号のグランド（0v） マスタのＧＮＤを接続 ＲＳ２３２Ｃ用

３ 送信信号 マスタのＲＤを接続 〃ＣＮ２

４ 受信信号 マスタのＳＤを接続 〃
 

表２．２ 通信線の接続部 

２．２ 多機能入出力仕様 
  端子記号  機能  入出力仕様  備考

PS (2端子) 多機能入力用+15V電源出力 操作信号入力用と共通電位

GND(2端子) +15V電源のグランド(0V) アースに接続しないこと

MI1 多機能入力1 入力抵抗＝4.7kΩ

MI2 多機能入力2 入力抵抗＝4.7kΩ

MI3 多機能入力3 入力抵抗＝4.7kΩ

MI4 多機能入力4 入力抵抗＝4.7kΩ

入
力

MI5 多機能入力5 入力抵抗＝4.7kΩ

 P  多機能出力用外部電源接続   

 COM  多機能出力の共通電位接続   

 MO1  多機能出力1  DC24V、20mA(MAX)  

 MO2  多機能出力2  DC24V、20mA(MAX)  

 MO3  多機能出力3  DC24V、20mA(MAX)  

 

出
力

 MO4  多機能出力4  DC24V、20mA(MAX)  
 

表２．３ 多機能入出力機能 
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３．システム構成 

３．１ システム構成図 

ＲＳ４２２／

ＲＳ４８５

最大

  ３１台

ＶＦ６４

インバータ
ＶＦ６４

インバータ

ＶＦ６４

インバータ

プログラマブル

コントローラ

または

パネル

コントローラ
パーソナル

コンピュータ

 

図３．１ １：Ｎ通信システム 
１：Ｎの通信を行う場合はＲＳ４２２／４８５のインターフェイス側をご使用下さい。 

ただし、マスタ局となる機器には同様なＲＳ４２２／４８５のインターフェイスが必要になります。 

この場合、ＰＬＣ、パソコンなどがマスタ局、インバータ（ＡＳＹＣ６４オプション）がスレーブ局

となります。 

また、送受信信号を共通とした配線（以下ＲＳ－４８５モード）がＡＳＹＣ６４オプションのプリ

ント基板上のＳＷで簡単にできます。このようにすると、インバータ間およびマスタ局とインバータ

間の伝送線の配線本数を少なくできます。（ 
図５．５ １：Ｎ通信の接続例２を参照） 

 

３．２ システム構成の注意点 

（１） ＲＳ－２３２Ｃ側のインターフェイスを使用した場合には１：Ｎの構成はできません。 

     この場合１：１通信となります。 

（２） ＲＳ－４２２／４８５の伝送路末端局となるＡＳＹＣ６４オプションは、終端抵抗が必 

     要となるので終端抵抗接続ＳＷをオンにしてください。また、マスタ局が終端となる場合 

     にも終端抵抗を接続する必要があります。 

（３） マスタ局となる機器がＲＳ－２３２Ｃのインターフェイスしか装備していない場合には 

     ＲＳ－２３２ＣからＲＳ－４２２／４８５への変換器を使用することで１：Ｎ接続が可能 

     となります。ただし、変換器やマスタ局の機器によっては、送受信信号を共通にした伝送 

     方式が取れないものもがありますのでよく確認の上ご使用ください。 
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４．オプションカードの仕様 

４．１ 各部の名称 

3MI2

2PS

1MI1

Rxa Rxb Txa Txb SGTB1

CN1
TB2

SW6

SW5

C
N
3

C
N
4

C
N
2

L
E
D
1

ASYC64

4PS

7MI4

6GND

5MI3

9

8

MI5

GND ③

⑩

⑨

⑧

⑦ ⑥ ⑤ ④

①

②

⑪

 

①  ＶＦＣ６４との接続コネクタ(ＣＮ１)

②  弊社調整用スイッチ(常時 OFF)

③  局番選択スィツチ(ＳＷ５，ＳＷ６)

④  多機能出力用コネクタ(ＣＮ４)

⑤  ＲＳ－２３２Ｃ用接続コネクタ(ＣＮ２)

⑥  通信用絶縁電源確認用ＬＥＤ(緑)

⑦  ＲＳ－４２２／４８５用端子台(ＴＢ１)

⑧  Ｔｘｂ，Ｒｘｂ短絡スイッチ(ＳＷ２)

⑨　Ｔｘａ，Ｒｘａ短絡スイッチ(ＳＷ３)

⑩  終端抵抗挿入スイッチ（ＳＷ１）

⑪  多機能入力用端子台（ＴＢ２）  
                 図４．１ ＡＳＹＣ６４基板 
４．２ 取り付け方法 

コネクタＣＮ１

コネクタＣＮ７

差し込む

ＶＦＣ６４側

CN7

3MI2

2PS

1MI1

Rxa Rxb Txa Txb SGTB

CN
TB2

SW6

SW5

C
N
3

C
N
4

C
N
2

LE
D1

ASYC64

4PS

7MI4

6GN

5MI3

9
8

MI5
GN

 

CN7

3MI

2PS

1MI1

Rxa Rx Txa Txb SGTB

CN
TB2

SW6

SW5

C
N
3

C
N
4

C
N
2

LE
D1

ASYC64

4PS

7MI

6GN
5MI3

9
8

MI5
GN

 
図４．２  ＡＳＹＣ６４オプション基板取付方法 

 

 

 

ユニットカバーを上げて、ＶＦＣ６４側のコ

ネクタ『ＣＮ７』にＡＳＹＣ６４オプション

プリント基板側の『ＣＮ１』を差込み、オプ

ションプリント基板の下部をユニット側の固

定用ツメを掛けて下さい。 

注意 ●オプションの取り付け，取り外しの際は必ずインバータの電源を切って下さい。 

 電源が入ったままオプションの脱着を行いますとプリント基板異常になることがあります。 
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５．通信ケーブルの接続仕様 

５．１ ＲＳ－２３２Ｃの接続 
ＡＳＹＣ６４ マスタ局

記号 ピン番号 ピン番号 記号 説明

① （ＦＧ） 保安用接地

Ｔｘ ③ ② ＳＤ 送信データ

Ｒｘ ④ ③ ＲＤ 受信データ

④ ＲＴＳ 送信要求

ＳＧ ① ⑤ ＣＴＳ 送信可

ＳＧ ② ⑦ ＳＧ 信号グランド  
図５．１ ＲＳ２３２Ｃ接続仕様 

 マスタ局側に記載したピン番号はＤ－ＳＵＢ２５ピンのものです。Ｄ－ＳＵＢ以外のコネクタを使用す

る場合は記号名と合うように配線してください。 

また、ピン番号６，８，９～１９，２３～２５は未使用です。 

５．２ ＲＳ－４２２／４８５の接続 

     （１）送受信信号が独立のとき（ＡＳＹＣ６４のＳＷ２，ＳＷ３：ＯＦＦ） 
ＡＳＹＣ６４ マスタ局

記号 ピン番号 記号 説明

Ｒｘａ ① ＳＤａ 送信データａ

Ｒｘｂ ② ＳＤｂ 送信データｂ

Ｔｘａ ③ ＲＤａ 受信データａ

Ｔｘｂ ④ ＲＤｂ 受信データｂ

ＳＧ ⑤ ＳＧ 信号グランド

シールド線

（ＦＧ） 保安用接地  
図５．２ ＲＳ４２２モード接続仕様 

     （２）送受信信号が共通のとき（ＡＳＹＣ６４のＳＷ２，ＳＷ３：ＯＮ）・・ＲＳ４８５モード 

ＡＳＹＣ６４ マスタ局

記号 ピン番号 記号 説明

Ｒｘａ ① ＳＤａ／ＲＤａ 送受信データａ

Ｒｘｂ ② ＳＤｂ／ＲＤｂ 送受信データｂ

Ｔｘａ ③

Ｔｘｂ ④

ＳＧ ⑤ ＳＧ 信号グランド

シールド線

（ＦＧ） 保安用接地
 

図５．３ ＲＳ４８５モード接続仕様 
  （１）、（２）のどちらでも１：Ｎ通信（Ｎは３１台以下）はできますが、マスタ局の通信機器に

よってはＳＤａ－ＲＤａおよびＳＤｂ－ＲＤｂを接続した状態で通信ができないものがあります。マ

スタ局の通信機器の仕様をよくお読みになって接続するようにお願いします。 

また、通信ケーブルはＳＰＥＶ（ＳＢ）－０．５のツイストペア線（シールド線付き）を使用してく

ださい。ペア数は（１）の接続形態では３Ｐを（２）の接続形態では２Ｐを推奨いたします。 
 
 
 

注意 
● 終端抵抗の接続スイッチ（ＳＷ１）は工場出荷時には【ＯＦＦ】になっています。 

● 送受信信号の短絡用スイッチ（ＳＷ２，３）は工場出荷時には【ＯＦＦ】になっています。
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５．通信ケーブルの接続仕様 

５．３  １：Ｎ通信での接続例１（ＳＷ２、３：ＯＦＦのとき） 

シ
ー
ル
ド
線

シールド線

● 末端の局になったインバータ（ＡＳＹＣ６４オプション）には終端抵抗

を接続してください。終端抵抗はＡＳＹＣ６４オプションカードの

ＳＷ１をＯＮすることで接続されます。

● 末端局ではない中間の局には終端抵抗は接続しないで下さい。

 正しく通信できなくなります。

● マスタ局には終端抵抗を接続してください

最大３１台

シールド線シールド線

ＶＦ６４インバータ Ｎ局目ＶＦ６４インバータ ３局目ＶＦ６４インバータ ２局目ＶＦ６４インバータ １局目

保安用接地

受信データｂ

受信データａ

送信データｂ

送信データａ

信号グランド

（ＦＧ）

ＳＧ

ＲＤｂ

ＲＤａ

ＳＤｂ

ＳＤａ

説明 信号名

マスタ局

送
信
デ
ー
タ
ｂ

送
信
デ
ー
タ
ａ

受
信
デ
ー
タ
ｂ

受
信
デ
ー
タ
ａ

信
号
グ
ラ
ン
ド

Ｓ
Ｇ

Ｔ
ｘ
ｂ

Ｔ
ｘ
ａ

Ｒ
ｘ
ｂ

Ｒ
ｘ
ａ

説
明

④⑤①②③記
号

信
号
名

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｃ
６
４

送
信
デ
ー
タ
ｂ

送
信
デ
ー
タ
ａ

受
信
デ
ー
タ
ｂ

受
信
デ
ー
タ
ａ

信
号
グ
ラ
ン
ド

Ｓ
Ｇ

Ｔ
ｘ
ｂ

Ｔ
ｘ
ａ

Ｒ
ｘ
ｂ

Ｒ
ｘ
ａ

説
明

④⑤①②③記
号

信
号
名

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｃ
６
４

送
信
デ
ー
タ
ｂ

送
信
デ
ー
タ
ａ

受
信
デ
ー
タ
ｂ

受
信
デ
ー
タ
ａ

信
号
グ
ラ
ン
ド

Ｓ
Ｇ

Ｔ
ｘ
ｂ

Ｔ
ｘ
ａ

Ｒ
ｘ
ｂ

Ｒ
ｘ
ａ

説
明

④⑤①②③記
号

信
号
名

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｃ
６
４

送
信
デ
ー
タ
ｂ

送
信
デ
ー
タ
ａ

受
信
デ
ー
タ
ｂ

受
信
デ
ー
タ
ａ

信
号
グ
ラ
ン
ド

Ｓ
Ｇ

Ｔ
ｘ
ｂ

Ｔ
ｘ
ａ

Ｒ
ｘ
ｂ

Ｒ
ｘ
ａ

説
明

④⑤①②③記
号

信
号
名

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｃ
６
４

 

図５．４ １：Ｎ通信の接続例１ 

５．４  １：Ｎ通信での接続例２（ＳＷ２、３：ＯＮのとき） 

シールド線シールド線

● 末端の局になったインバータ（ＡＳＹＣ６４オプション）には終端抵抗

を接続してください。終端抵抗はＡＳＹＣ６４オプションカードの

ＳＷ１をＯＮすることで接続されます。

● 末端局ではない中間の局には終端抵抗は接続しないで下さい。

 正しく通信できないことがあります。

● ＡＳＹＣ６４オプションの局番設定は０１～４０までの最大３１局

 までとしてください。（詳細は本書Ｐ．＊＊を参照してください）

● マスタ局には終端抵抗を接続してください。

最大３１台

シールド線

ＶＦ６４インバータ Ｎ局目ＶＦ６４インバータ ３局目ＶＦ６４インバータ １局目 ＶＦ６４インバータ ２局目

シ
ー
ル

ド
線

保安用接地

受信データｂ

受信データａ

送信データｂ

送信データａ

信号グランド

（ＦＧ）

ＳＧ

ＲＤｂ

ＲＤａ

ＳＤｂ

ＳＤａ

説明 信号名

マスタ局

送
信
デ
ー
タ
ｂ

送
信
デ
ー
タ
ａ

受
信
デ
ー
タ
ｂ

受
信
デ
ー
タ
ａ

信
号
グ
ラ
ン
ド

Ｓ
Ｇ

Ｔ
ｘ
ｂ

Ｔ
ｘ
ａ

Ｒ
ｘ
ｂ

Ｒ
ｘ
ａ

説
明

④⑤①②③記
号

信
号
名

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｃ
６
４

送
信
デ
ー
タ
ｂ

送
信
デ
ー
タ
ａ

受
信
デ
ー
タ
ｂ

受
信
デ
ー
タ
ａ

信
号
グ
ラ
ン
ド

Ｓ
Ｇ

Ｔ
ｘ
ｂ

Ｔ
ｘ
ａ

Ｒ
ｘ
ｂ

Ｒ
ｘ
ａ

説
明

④⑤①②③記
号

信
号
名

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｃ
６
４

送
信
デ
ー
タ
ｂ

送
信
デ
ー
タ
ａ

受
信
デ
ー
タ
ｂ

受
信
デ
ー
タ
ａ

信
号
グ
ラ
ン
ド

Ｓ
Ｇ

Ｔ
ｘ
ｂ

Ｔ
ｘ
ａ

Ｒ
ｘ
ｂ

Ｒ
ｘ
ａ

説
明

④⑤①②③記
号

信
号
名

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｃ
６
４

送
信
デ
ー
タ
ｂ

送
信
デ
ー
タ
ａ

受
信
デ
ー
タ
ｂ

受
信
デ
ー
タ
ａ

信
号
グ
ラ
ン
ド

Ｓ
Ｇ

Ｔ
ｘ
ｂ

Ｔ
ｘ
ａ

Ｒ
ｘ
ｂ

Ｒ
ｘ
ａ

説
明

④⑤①②③記
号

信
号
名

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｃ
６
４

 

図５．５ １：Ｎ通信の接続例２ 

   ＳＷ２をＯＮにすることで端子記号の①と③が、ＳＷ３をＯＮにすることで端子記号の②と④が 

  接続されます。これによって通信ケーブルの配線本数が少なくできます。 
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６．多機能入出力端子の接続 

６．１  多機能入力 

(+15V～+24V)

外部電源

(+15V～+24V)
外部電源

TB2 ASYC64

PS

多機能入力１

MI1

多機能入力２

多機能入力３

多機能入力４

多機能入力５
MI5

MI2

MI3

MI4

GND

(+15V)

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

内部電源

SO SI

２．ソースモード（外部電源使用）１．ソースモード（内部電源使用）

４．シンクモード（外部電源使用）３．シンクモード（内部電源使用）

TB2 ASYC64

PS

多機能入力１

MI1

多機能入力２

多機能入力３

多機能入力４

多機能入力５
MI5

MI2

MI3

MI4

GND

(+15V)

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

内部電源

SO SI

TB2 ASYC64

PS

多機能入力１

MI1

多機能入力２

多機能入力３

多機能入力４

多機能入力５
MI5

MI2

MI3

MI4

GND

(+15V)

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

内部電源

SO SI

TB2 ASYC64

PS

多機能入力１

MI1

多機能入力２

多機能入力３

多機能入力４

多機能入力５
MI5

MI2

MI3

MI4

GND

(+15V)

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

4.7k Ω

内部電源

SO SI

 
図６．１ 多機能入力の接続 

  上図は多機能入力信号の代表的な接続方式を示しています。 

  多機能入力信号は、ソースモード（インバータ出荷時のセット）又はシンクモードが選択でき、

それぞれ、インバータ内部電源の使用あるいは外部電源の使用が選択できます。ソースモード、シ

ンクモードの切り替えは、ＶＦＣ６４制御基板内のジャンパコネクタ（ＳＯ：ソースモード選択ジ

ャンパコネクタ、ＳＩ：シンクモード選択ジャンパコネクタ）の差し替えで可能です。 

（ただし、ＳＩ，ＳＯの切り替えはインバータ操作信号入力[ST-F,ST-R,JOG-F,JOG-R,EMG,RESET]

と共用です）また、多機能入力の入力端子仕様及び外部電源の電圧仕様等は、インバータ操作信号

入力（VFC64-TB2）と同一です。 

ＡＳＹＣ６４オプションの多機能入力信号はＶＦ６４インバータのラダーシーケンス（ＰＬＣ）

機能での入力信号としても使用できます。ラダーシーケンス機能についてはＶＦ６４インバータ本

体および、ラダーシーケンス機能の取扱説明書をお読みください。 

 
【注】ＴＢ２のＧＮＤ端子は絶対にアースに接続しないでください 
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６．多機能入出力端子の接続 

６．２  多機能出力 

電源

（+24V max）

COM

CN4

MO4

MO3

MO2

MO1

P

ASYC64

３．リレーとの接続

PLC 入力ﾕﾆｯﾄ

電源

（+24V max）
COM

CN4

MO4

MO3

MO2

MO1

P

１．ＰＬＣとの接続（ソースモード）

ASYC64

２．ＰＬＣとの接続（シンクモード）

PLC 入力ﾕﾆｯﾄ

ASYC64
電源

（+24V max）
COM

CN4

MO4

MO3

MO2

MO1

P

ＲＹ

ＲＹ

ＲＹ

ＲＹ

 
図６．２ 多機能出力の接続 

上図は多機能出力信号の代表的な接続方式を示しています。 
  多機能出力は、トランジスタのオープンコレクタ出力であり、使用に際しては外部に直流電源が必

要です。また、最大許容電圧は２４Ｖ、１端子あたりの最大許容電流は２０ｍＡです。 

  外部にＰＬＣの入力ユニットを接続する場合、ＡＳＹＣ６４はシンク、ソース両モードでの接続が

可能です。また、ＰＬＣ～ＡＳＹＣ６４オプション間の配線はツイスト線を用いることをおすすめし

ます。外部にリレーを接続する場合、コイルは直流操作のものを使用してください。（オムロン：

G7T-112S-DC24V 等）また、サージ電圧抑制用の還流ダイオードがＡＳＹＣ６４に内蔵されているの

で、外部電源の＋側出力をＰ端子へ必ず接続してください。 

多機能出力の端子個々の機能はＶＦ６４インバータ本体の取扱説明書を参照してください。なお、

ラダーシーケンス（ＰＬＣ）機能使用時は、多機能出力端子をシーケンス出力信号端子として使用す

ることができます。詳細はラダーシーケンス機能の取扱説明書をお読みください。 

 

【注】ＣＮ４のＣＯＭ端子は絶対にアースに接続しないでください。 
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７．通信データフォーマット 

７．１  通信フォーマットの構成 

 

BCC 計算範囲

Ｅ
Ｎ
Ｑ

局
番 

Ｌ

局
番 

Ｈ

Ｂ
Ｌ
Ｋ

コ
マ
ン
ド

ウ
ェ
イ
ト

　
　
　

Ｈ

　
　
　

Ｌ

　
　
　

Ｈ

　
　
　

Ｌ

　
　
　

Ｈ

　
　
　

Ｌ

Ｃ　

Ｒ

Ｌ　

Ｆ

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｂ
Ｌ
Ｋ

Ｃ　

Ｒ

Ｌ　

Ｆ

Ｎ
Ａ
Ｋ

Ｂ
Ｌ
Ｋ

エ
ラ
ー

Ｂ
Ｌ
Ｋ

Ｃ　

Ｒ

Ｌ　

Ｆ

Ｓ
Ｔ
Ｘ

局
番 

Ｌ

局
番 

Ｈ

Ｂ
Ｌ
Ｋ

　
　
　

Ｈ

　
　
　

Ｌ

　
　
　

Ｈ

　
　
　

Ｌ

　
　
　

Ｈ

　
　
　

Ｌ

Ｃ　

Ｒ

Ｌ　

Ｆ

設定データ

最大８バイト BCC

応答データ

最大８バイト BCC

マ
ス
タ
局

BCC 計算範囲
１バイト

伝送順序

１）了解コードの転送

２）不良通知

３）データ転送

Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｃ
６
４
局
応
答

局
番 
Ｌ

局
番 
Ｈ

局
番 

Ｌ

局
番 

Ｈ

 

                      図７．１ データフォーマット構成図 

図７．１は通信データフォーマット構成図を表しています。 通信データフォーマットはアスキー   

コードで送受信されます。 マスタ局からの通信は常に［ＥＮＱ］で始まり，それに対するＡＳＹＣ６４

オプション（インバータ）の応答は，図７．１に示すように３種類あります。 

ただし，ＲＳ４２２／４８５使用時に全局指定した場合は返事はありません。 

また，ＲＳ２３２Ｃでは局番は省略した形になり，通信データ長はその分短くなります。 

  １） 了解コードはインバータが通信データを正常に受領したときの形式です。 

  ２） 不良通知はインバータが通信データを正しく受け取れなかったとき，および通信データを        

      正常に受領してもインバータでの処理が正しく行われなかったときに送られる形式です。 

  ３） データ転送はインバータが通信データを正常に受領し，かつインバータからデータを転送       

      する必要が あるときに送られる形式です。 

  ＲＳ４２２／４８５通信形態でＡＳＹＣ６４局を複数接続する場合はマスタ局の送信データは全てのＡ

ＳＹＣ６４局に送られ，ＡＳＹＣ６４側は通信データで指定された局番と設定された自分の局番とが同一

のときのみ応答します。 

７．２  制御コード一覧表 

 

記号 ＡＳＣＩＩ 内容 

ＥＮＱ ０５ｈ マスタ局からのデータの先頭文字 

ＢＬＫ ２０ｈ ブランク 

ＡＣＫ ０６ｈ スレーブ局からマスタ局に送信する了解コードの先頭文字 

ＮＡＫ １５ｈ スレーブ局から不良通知 

ＳＴＸ ０２ｈ スレーブ局からマスタ局にデータ送信する場合の先頭文字 

ＣＲ ０Ｄｈ 送信終了１ 

ＬＦ ０Ａｈ 送信終了２ 

表７．１ 制御コード一覧 
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 ７．通信データフォーマット 

７．３  通信データ（ＡＳＣＩＩデータ） 
データ 内容 

局番 インバータ（ＡＳＹＣ６４オプション）の局番を２バイトで指定します。局番は１６進で１～３１番（1Fh）

まで指定できます。全局指定の場合はＦＦを指定します。ＲＳ２３２Ｃを使用した場合はこのデータは省略

します。 

【例】  ２０番の局番へ指令する場合は２０の１６進数である１４ｈをアスキー変換したものを順に“３１

ｈ”，“３４ｈ”と設定します。 

ウェイト(注 1) スレーブ局へ設定するウェイト時間でスレーブ局がデータを受信してからウェイト時間を経過しても、マス

タ局から新たなコマンドがない場合、スレーブ局を初期状態にリセットするものです。設定範囲は１～Ｆ（１

６進数）で単位は１０ｍｓです。 

（たとえば、３０ｍｓを指定する場合は「３」（３３Ｈ）をセットします） 

ただし、｢０｣（３０ｈ）を指定した場合はこの機能は無効となります。 

ＢＣＣ（注２） 図７．１に示すＢＣＣの計算範囲のデータを１バイト毎の総和を計算し、計算結果のうちの１バイトをアス

キーの２バイトで表したものです。 

コマンド 表７．５に示すように英文字１文字で表します。例えば、正転運転指令の場合は「Ａ」（４１ｈ）です。 

エラー マスタ局からのデータが不良のとき、マスタ局にエラーコードを送信します。表＊＊を参照して下さい。 

設定・応答データ マスタ局が送信する設定データ、スレーブ局の応答データの長さはコマンドによって異なり、最大８バイト

です。 

設定データは１６進数データをアスキーコードに変換して送信してください。  
表７．２ 通信データ 

（注１） マスタ局または通信ケーブルに異常が発生した場合、スレーブ局側では異常が検出できない 

ため、タイムアウトによってスレーブ局をリセットします。このとき、スレーブ局は通信状態の

初期化，送受信バッファのクリアを行います。 

（注２） ＢＣＣは以下のように計算し、アスキーコードに変換します。 

左図はマスタ局の送信データ例を表して

います。局番は２０（＝１４ｈ）、ウエイ

トは０（＝３０ｈ）、コマンドはＳ（＝５

３ｈ）です。この時のＢＣＣの計算は局番

からデータ部までの総和ですから、

BCC=31h+34h+53h+30h+30h+30h+31h+32h=1Abh となります。ここでＢＣＣは８ビットデータとするので

結局、ＢＣＣはＡＢｈとなり、このデータをアスキーコードに変換します。

よって、順にＡ（＝４１ｈ），Ｂ（＝４２ｈ）が通信フレームにセットするＢＣＣです。

 
 

１ 
 

（
３
１
ｈ
）

 
 

０ 
 

（
３
０
ｈ
）

 
 

２ 
 

（
３
２
ｈ
）

 
 

Ａ 
 

（
４
１
ｈ
）

 
 

１ 
 

（
３
１
ｈ
）

 
 

Ｂ 
 

（
４
２
ｈ
）

Ｂ
Ｌ
Ｋ
（
２
０
ｈ
）

 
 

０ 
 

（
３
０
ｈ
）

 
 

０ 
 

（
３
０
ｈ
）

 
 

Ｓ 
 

（
５
３
ｈ
）

 
 

４ 
 

（
３
４
ｈ
）

 

７．４  エラーコード 

  マスター局が送信したデータにエラーがあった場合にＡＳＹＣ６４局は次のエラーコードで応答します。 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ASCII エラー名 エ ラ ー 内 容 

Ｃ ４３ｈ コマンドエラー 未定義のコマンドを受信した。 表７．５コマン

ド一覧表以外のデータを受信した。 

Ｄ ４４ｈ アドレスエラー 設定データアドレス以外を受信した 

Ｅ ４５ｈ エクステンションエラー 設定データが設定可能範囲を超えている。 

Ｆ ４６ｈ フレーミングエラー 通信データ長が仕様と違っている。 

Ｐ ５０ｈ パリティエラー  受信中にパリティエラーが発生した。（全データ

を受信した後に送信する。） 

Ｒ ５２ｈ リーディングエラー パラメータ設定など、範囲外の番号を指定した。

Ｓ ５３ｈ サムチェックエラー サムチェックに誤りがある。 

Ｗ ５７ｈ ライティングエラー 書き込み禁止項目を変更しようとした。 

Ｘ ５８ｈ その他エラー 上記以外のエラー 

 
表７．３ エラーコード一覧表 
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７．通信データフォーマット 

７．５  コマンドデータ 
ｺﾏﾝﾄﾞ ASCII 内容 マスタ局送信データ 応答データ 備考 

Ａ ４１ｈ 運転(正転)指令 ﾃﾞｰﾀ無し ACK、NAK  

Ｂ ４２ｈ 運転(逆転)指令 全局指定可能   

Ｃ ４３ｈ 停止指令 (通信ﾃﾞｰﾀ内の (全局指定時  

Ｄ ４４ｈ 寸動(正転)指令 局番は“FF” は返事無し)  

Ｅ ４５ｈ 寸動(逆転)指令 で表す)   

Ｆ ４６ｈ 初励磁指令 8ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ   

Ｇ ４７ｈ 速度(回転数)指令変更 ﾃﾞｰﾀ無し   

Ｈ ４８ｈ ﾄﾚｰｽﾊﾞｯｸﾄﾘｶﾞ指令    

Ｉ ４９ｈ 保護状態ﾘｾｯﾄ要求 ﾃﾞｰﾀ無し ACK,NAK  

Ｊ ４Ａｈ 運転状態要求 ﾃﾞｰﾀ無し STX,NAK  

Ｋ ４Ｂｈ 故障状態要求 ﾃﾞｰﾀ無し   

Ｌ ４Ｃｈ 多機能出力状態要求 ﾃﾞｰﾀ無し   

Ｍ ４Ｄｈ 速度(回転数)指令 

（コマンドＧで有効） 

16ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ ACK,NAK  

Ｎ ４Ｅｈ 速度(回転数)指令 

（直接指令） 

16ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ   

Ｐ ５０ｈ トルク指令 16ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ   

Ｒ ５２ｈ 多機能入力指令 32ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ   

Ｓ ５３ｈ モニタ要求 16ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ STX,NAK  

Ｔ ５４ｈ 設定データ読出し要求 16ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ   

Ｕ ５５ｈ 設定データ変更要求 16ﾋﾞｯﾄ+16ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ ACK,NAK  

Ｖ ５６ｈ 保護履歴読み出し 8ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ STX,NAK  

Ｗ ５７ｈ 1ﾎﾟｲﾝﾄﾄﾚｰｽﾊﾞｯｸ読み出し 8ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ   

Ｘ ５８ｈ ﾄﾚｰｽﾊﾞｯｸﾃﾞｰﾀ読み出し 8ﾋﾞｯﾄ+8ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ   

Ｙ ５９ｈ 日時転送 32ﾋﾞｯﾄﾃﾞｰﾀ ACK,NAK  
 

表７．５  コマンド一覧表 

注１ リセットコマンドはインバータ暴走の危険がありますのでリトライ可能な保護状態の解 

    除のみ使用して下さい。 また十分なインターロックを取って下さい。 

注２ リセットコマンドは運転状態では動作しません。 停止指令を送信してインバータを停 

    止する必要があります。 

 

７．６  マスタ局送信データ 

（１）コマンドＦ ・・・・ 初励のＯＮ／ＯＦＦ指令を行います。 

データ（Ｈ）は常時０（３０ｈ）としてください。

データ（Ｌ）は０（３０ｈ）で初励ＯＦＦ

              １（３１ｈ）で初励ＯＮ

左図は初励をＯＮしたときを表しています。

ウ
エ
イ
ト

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
）

 

Ｆ 
 
 
(

４
６
ｈ)

デ
ー
タ
（
３
１
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）  

 

（２）コマンドＭ ・・・・ Ｇコマンドで変更される速度指令を設定します。 

速度指令値は１６ビットのデータで最高回転数を２００００

とした値で設定します。（左図は最高回転数：１８００[r/m]

で９００[r/m]指令の場合 20000×900/1800=10000(2710h)を表

しています。）

ウ
エ
イ
ト

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
）

 

Ｍ 
 
 
(

４
Ｄ
ｈ)

デ
ー
タ
（
３
１
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
７
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
２
ｈ
）  
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７．通信データフォーマット 

７．６  マスタ局送信データ 

（３）コマンドＮ ・・・・ 直接速度指令を設定します。 

   

速度指令値は１６ビットのデータで最高回転数を２００００

とした値で設定します。(左図は最高回転数：１８００[r/m]

で１３５０[r/m]指令の場合 20000×1350/1800=15000(3A98h)

を表しています。)

ウ
エ
イ
ト

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
）

 

Ｎ 
 
 
(

４
Ｅ
ｈ)

デ
ー
タ
（
３
９
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
８
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
Ａ
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
３
ｈ
）  

（４）コマンドＰ ・・・・ トルク指令を設定します。 

   
トルク指令値は１６ビットのデータで１００％トルクを

５０００とした値で設定します。

（左図は５０％トルク指令の場合：5000×50/100=2500(9C4h)

を表しています。）

ウ
エ
イ
ト

Ｂ
Ｃ
Ｃ 
 

（
Ｈ
）

 

Ｐ 
 
 
(

５
０
ｈ)

デ
ー
タ
（
４
３
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
４
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
９
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）  

（５）コマンドＲ ・・・・ 多機能入力指令を行います。 

   

多機能入力指令は３２ビットのデータで

す。各データはビットデータで１ビットづつ

機能が割り当てられています。

詳細は（表７．６）を参照してください。

ウ
エ
イ
ト

Ｂ
Ｃ
Ｃ 
 

（
Ｈ
）

 

Ｒ 
 
 
(

５
２
ｈ)

デ
ー
タ
２
（
Ｈ
）

デ
ー
タ
２
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
１
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
１
（
Ｈ
）

デ
ー
タ
４
（
Ｈ
）

デ
ー
タ
４
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
３
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
３
（
Ｈ
）

 

 
ﾋ゙ ｯﾄ 内容 ｼー ｹﾝｻ機能使用時 ﾋ゙ ｯﾄ 内容 ｼー ｹﾝｻ機能使用時

０ 未使用  １６ ＜多機能入力＞垂下制御－ｏｆｆ <I 0001B> 

１ 未使用  １７ ＜多機能入力＞ＡＴＲモード <I 0001C> 

２ 未使用  １８ ＜多機能入力＞逆転指令 <I 0001D> 

３ 未使用  １９ ＜多機能入力＞外部故障１ <I 0001E> 

４ ＤＣブレーキ指令 <I 0000F> ２０ ＜多機能入力＞外部故障２ <I 0001F> 

５ 保護状態リセット <I 00010> ２１ ＜多機能入力＞外部故障３ <I 00020> 

６ <I 00011> ２２ ＜多機能入力＞外部故障４ <I 00021> 

７ 

＜多機能入力＞ﾌ゚ ﾘｾｯﾄ速度選択 bit8-6 

  ＝001:ﾌ゚ ﾘｾｯﾄ速度1,010:ﾌ゚ ﾘｾｯﾄ速度2，011：ﾌ゚ ﾘｾｯﾄ速度3 

    ＝100:ﾌ゚ ﾘｾｯﾄ速度4,101:ﾌ゚ ﾘｾｯﾄ速度5，110：ﾌ゚ ﾘｾｯﾄ速度6 <I 00012> ２３ ＜多機能入力＞外部故障１（８６Ａ不動作） <I 00022> 

８     ＝111:ﾌ゚ ﾘｾｯﾄ速度7,000:ﾌ゚ ﾘｾｯﾄ速度不使用 <I 00013> ２４ ＜多機能入力＞外部故障２（８６Ａ不動作） <I 00023> 

９ <I 00014> ２５ ＜多機能入力＞外部故障３（８６Ａ不動作） <I 00024> 

１０ 

＜多機能入力＞加減速時間選択 bit10-9 

             ＝00:Acc1/Dec1,01:Acc2/Dec2 

                        ＝10:Acc3/Dec3,11:Acc4/Dec4 <I 00015> ２６ ＜多機能入力＞外部故障４（８６Ａ不動作） <I 00025> 

１１ ＜多機能入力＞MRH加速(SPD.up) <I 00016> ２７ ＜多機能入力＞トレースバックトリガ <I 00026> 

１２ ＜多機能入力＞MRH減速(SPD.down) <I 00017> ２８ ＜多機能入力＞第２モータ選択 <I 00027> 

１３ ＜多機能入力＞速度ホールド <I 00018> ２９ ＜多機能入力＞非常停止入力 <I 00028> 

１４ ＜多機能入力＞Ｓ字ＡＲＣ－ｏｆｆ <I 00019> ３０ ＜多機能入力＞プログラム運転次段 <I 00029> 

１５ ＜多機能入力＞最高回転数低減 <I 0001A> ３１ ＜多機能入力＞速度指令を端子台 <I 0002A> 
 

表７．６  多機能入力ビットと機能 

データ１（Ｈ）：ビット２８～３１， データ１（Ｌ）：ビット２４～２７ 

データ２（Ｈ）：ビット１８～２３， データ２（Ｌ）：ビット１２～１７ 

データ３（Ｈ）：ビット１１～１６， データ３（Ｌ）：ビット  ５～１０ 

データ４（Ｈ）：ビット  ４～  ９， データ４（Ｌ）：ビット  ０～  ３（未使用） 

【例】 データ１（Ｈ）で第２モータ選択をＯＮさせる場合はビット列で０００１（Ｂ） となり、 

      １６進数で０１ｈと表現されるので送信データとしてはＡＳＣＩＩに変換した３１ｈを設定 

      します。 
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７．通信データフォーマット 

７．６  マスタ局送信データ 

（６）コマンドＳ ・・・・ モニタ要求 

  モニタ要求指令は１６ビットのデータで指定します。

先頭の２バイトは常時０（３０ｈ）としてください。

（左図はモニタ番号１４（＝０Ｅｈ）の出力端子チェック２を

指定した場合を表しています。)

詳細は表７．７を参照してください。

ウ
エ
イ
ト

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
）

 

Ｓ 
 
 
(

５
３
ｈ)

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）

デ
ー
タ
（
４
５
ｈ
）

常
時
０
（
３
０
ｈ
）

常
時
０
（
３
０
ｈ
）  

 

ＶＦ６４Ｓ、Ｖモード ＶＦ６４（Ｖ／ｆ制御）

番号 内容 モニタデータ 単位 番号 内容 モニタデータ 単位

０ モータ回転速度 ０～最高回転数設定値 ｒ／ｍｉｎ ０ 出力周波数 ０．０～最高周波数設定値 Ｈｚ

１ 回転速度指令（設定回転速度） ０～最高回転数設定値 ｒ／ｍｉｎ １ 周波数指令（設定周波数） ０．０～最高周波数設定値 Ｈｚ

２ 出力電流 ０．００～ｲﾝﾊ゙ ﾀー定格電流 Ａ ２ 出力電流 ０．００～ｲﾝﾊ゙ ﾀー定格電流 Ａ

３ トルク指令 ０～２００ ％ ３ 出力トルク（トルク分電流） ０～２００ ％

４ 直流電圧 ０．０～８００．０ Ｖ ４ 直流電圧 ０．０～８００．０ Ｖ

５ 出力電圧 ０～４８０ Ｖ ５ 出力電圧 ０～４８０ Ｖ

６ 出力周波数 ０．０～モータ最高周波数 Ｈｚ ６ モータ回転速度 ０～モータ最高周波数 ｒ／ｍｉｎ

７ 過負荷カウンタ ０～１００ ％ ７ 過負荷カウンタ ０～１００ ％

８ ライン速度 ０．０～ゲイン設定の換算値 ｍ／ｍｉｎ ８ ライン速度 ０．０～ゲイン設定の換算値 ｍ／ｍｉｎ

９ モータ温度 ０．０～１５０．０ ℃ ９ モータ温度 ０．０～１５０．０ ℃

１０ 入力端子チェック １ ０～１１１１（Ｂ）ビットデータ ｂｉｔ １０ 入力端子チェック １ ０～１１１１（Ｂ）ビットデータ ｂｉｔ

１１ 入力端子チェック ２ ０～１１１１（Ｂ）ビットデータ ｂｉｔ １１ 入力端子チェック ２ ０～１１１１（Ｂ）ビットデータ ｂｉｔ

１２ 入力端子チェック ３ ０～１１１１（Ｂ）ビットデータ ｂｉｔ １２ 入力端子チェック ３ ０～１１１１（Ｂ）ビットデータ ｂｉｔ

１３ 出力端子チェック １ ０～１１１１（Ｂ）ビットデータ ｂｉｔ １３ 出力端子チェック １ ０～１１１１（Ｂ）ビットデータ ｂｉｔ

１４ 出力端子チェック ２ ０～１１１１（Ｂ）ビットデータ ｂｉｔ １４ 出力端子チェック ２ ０～１１１１（Ｂ）ビットデータ ｂｉｔ

１５ 本体プログラムバージョン ００００～ＦＦＦＦ（Ｈ） － １５ 本体プログラムバージョン ００００～ＦＦＦＦ（Ｈ） －

１６ シーケンスバージョン ００００～ＦＦＦＦ（Ｈ） － １６ シーケンスバージョン ００００～ＦＦＦＦ（Ｈ） －

１７ スーパーブロックバージョン ００００～ＦＦＦＦ（Ｈ） － １７ スーパーブロックバージョン ００００～ＦＦＦＦ（Ｈ） －

１８ アナログゲイン調整用モニタ ０．０００～１０．０００ － １８ アナログゲイン調整用モニタ ０．０００～１０．０００ －
 

表７．７  モニタデータ一覧表 

 

（７）コマンドＴ ・・・・ 設定データ読み出し要求 

  設定データ読み出し要求は１６ビットのデータで指定しま

す。先頭の１バイトは常時０（３０ｈ）としてください。 

（左図は設定番号９２＝５Ｃｈの加速時間３を指定した場合

を表しています。）詳細は［９．パラメータ設定について］

を参照してください。 

ウ
エ
イ
ト 

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
） 

 

Ｔ 
 
 
(

５
４
ｈ) 

デ
ー
タ
（
３
５
Ｈ
）

デ
ー
タ
（
４
３
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）

常
時
０
（
３
０
ｈ
）  

 

（８）コマンドＵ ・・・・ 設定データ変更要求 

  パラメータ設定の変更要求は１６ビット

＋１６ビットのデータで指定します。先頭

の４バイトは設定番号を指定し、後半の４

バイトで変更するデータを指定します。 

（左図は設定番号１０８＝６Ｃｈのジャン

プ周波数１を４０．０Ｈｚに変更した場合

を表しています。)  
●設定データは小数点を外した値、この場合４００＝１９０ｈとして設定して下さい。 

また、設定番号と設定範囲の詳細は［９．パラメータ設定について］を参照してください。 

デ
ー
タ
（
３
１
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
９
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）

ウ
エ
イ
ト 

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
） 

設定番号指定 データ設定 

 

Ｕ 
 
 
(

５
５
ｈ) 

デ
ー
タ
（
３
６
ｈ
）

デ
ー
タ
（
４
３
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）
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７．通信データフォーマット 

７．６  マスタ局送信データ 

（９）コマンドＶ ・・・・ 保護履歴コード読み出し要求 

データには０～５（３０ｈ～３５ｈ）を指定してください。 

過去５回の保護履歴コードが読み出せます。 

１：最新の保護コード、５：最も古い保護コードとして指定します。

データ０はコマンドＷで現在のデータを読み出す場合に使用します。

データ０を送信した場合、応答は常に０です。 

左図は最新の保護コードを指定したことを表しています。 

保護コードは[表７．１４  保護コード表]を参照してください。

 

注意：現在保護表示中の場合,最新データを要求しても表示中のデータ 

ではなくて保護履歴バッファ内の最新データが応答されます。 

（保護リセットしないと保護履歴バッファが更新されないため） 

ウ
エ
イ
ト 

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
） 

 

Ｖ 
 
(

５
６
ｈ) 

デ
ー
タ
（
３
１
ｈ
）

常
時
０
（
３
０
ｈ
）

 

（１０）コマンドＷ ・・・・ １ポイントトレースバックデータ読み出し要求 

  過去５回の保護状態時のデータが参照できます。 
データの１バイト目は常時０（３０ｈ）としてください。 
データには０（３０ｈ）～５（３５ｈ）を指定してください。 

左図は速度指令値（または周波数指令値）のデータを要求したと

きを表しています。また、過去５回のうち何回目かはコマンドＶで

指定したときの数値が有効になります。 
                   

注意：現在保護表示中の場合、Ｖコマンドで０を指定しＷコマンドを実行

することにより、現在表示中の保護状態の１ポイントトレース 
バックデータが読み出せます。 
 

                   ● 要求するデータ番号は表７．８を参照して指定してください。 

ウ
エ
イ
ト 

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
） 

 

Ｗ 
 
 
(

５
７
ｈ) 

デ
ー
タ
（
３
１
ｈ
）

常
時
０
（
３
０
ｈ
）

 
ＶＦ６４Ｓ、Ｖモード ＶＦ６４（Ｖ／ｆ制御） 

番号 内容 モニタデータ 単位 番号 内容 モニタデータ 単位 

０ 回転速度指令（設定回転速度） ０～最高回転数設定値 ｒ／ｍｉｎ ０ 周波数指令（設定周波数） ０．０～最高周波数設定値 Ｈｚ 

１ モータ回転速度 ０～最高回転数設定値 ｒ／ｍｉｎ １ 出力周波数 ０．０～最高周波数設定値 Ｈｚ 

２ 出力電流 ０．００～ｲﾝﾊ゙ ﾀー定格電流 Ａ ２ 出力電流 ０．００～ｲﾝﾊ゙ ﾀー定格電流 Ａ 

３ 出力電圧 ０～４８０ Ｖ ３ 出力電圧 ０～４８０ Ｖ 

４ 直流電圧 ０．０～８００．０ Ｖ ４ 直流電圧 ０．０～８００．０ Ｖ 

５ トルク指令 ０～２００ ％ ５ 出力トルク（トルク分電流） ０～２００ ％ 
 

表７．８  １ポイントトレースバックデータ 

 

 

 

モニタデータ、１ポイントトレースバックデータの電流値はインバータの機種によって小数点位置が異な

ります。インバータ機種によって、モニタデータの取り扱いに注意してください。 

モニタ値は小数点が無い実数として読み出されますので、データを読み変えてください。 

例えば、１００と読み出されたデータは機種により１．００Ａ，１０．０Ａ，１００Ａと読み変える必

要があります。 

 

ＶＦ６４インバータ型式（ＶＦ６４－□□） 

２００Ｖ系 ４００Ｖ系 
小数部桁数 例 

１Ｒ１２２ １Ｒ１４４～３Ｒ７４４ ２ １９９．９９ 

２Ｒ２２２～７５２２ ５Ｒ５４４～１６０４４ １ １９９９．９ 

９０２２～１８０２２ ２００４４～１０００４４ ０ １９９９９ 

表７．９  出力電流の読み換え 

 出力電流のモニタ値はインバータの機種（容量）によって読み換えが必要です。 注 
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７．通信データフォーマット 

７．６  マスタ局送信データ 

 

（１１）コマンドＸ ・・・・ トレースバックデータ読み出し要求 

  ＶＦ６４インバータのトレースバックデータの読み出しは

８ビット＋８ビットのデータで指定します。

  前の８ビットでＮＥＷデータ（１）とＯＬＤデータ（０）の

選択とチャンネル番号を指定し、後の８ビットでデータのポイ

ントを指定します。  （左図はＮＥＷデータでチャンネル４の

５０ポイント目（＝３２ｈ）のデータを読出すときを表してい

ます。）詳細は表７．１０を参照してください。

ウ
エ
イ
ト

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
）

 

Ｘ 
 
 
(

５
４
ｈ)

デ
ー
タ
（
３
３
Ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
２
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
４
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
１
ｈ
）

NEW/OLD 指定

ＣＨ設定 ポイント指定
 

ﾁｬﾝﾈﾙ ＶＦ６４ Ｓ，Ｖモード ＶＦ６４ Ｖ／ｆ制御モード ポイント０ ポイント９９

ＣＨ０ Ｕ相電流 Ｕ相電流 データ データ

ＣＨ１ Ｖ相電流 Ｖ相電流 〃 〃

ＣＨ２ Ｗ相電流 Ｗ相電流 〃 〃

ＣＨ３ 直流電圧 直流電圧 〃 〃

ＣＨ４ 出力電圧 出力電圧 〃 〃

ＣＨ５ モータ速度 （未使用） 〃 〃

ＣＨ６ 速度指令（加減速制御後） 速度指令（加減速制御後） 〃 〃

ＣＨ７ トルク指令 トルク指令 〃 〃

ＣＨ８ 出力周波数 出力周波数 〃 〃

ＣＨ９ 滑り周波数 （未使用） 〃 〃

ＣＨ１０ 磁束 （未使用） 〃 〃

ＣＨ１１ モータ温度 モータ温度 〃 〃

ＣＨ１２ 故障フラグ(1) 故障フラグ(1) 〃 〃

ＣＨ１３ 故障フラグ(2) 故障フラグ(2) 〃 〃

ＣＨ１４ インバータ状態フラグ インバータ状態フラグ 〃 〃

ＣＨ１５ インバータ指令フラグ インバータ指令フラグ 〃

・・・・・・

〃
 

表７．１０  トレースバックデータの構成表 
 

（１２）コマンドＹ ・・・・ 日時転送指令 

  日付・時刻の指定は１６ビット＋１６ビ

ットのデータで指定します。先頭の４バイ

トは月日を指定し、後半の４バイトで時分

を指定します。

（左図は１２月２４日１９時５分の時刻を

インバータへ設定する場合を表していま

す。)

デ
ー
タ
（
３
９
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
１
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
５
ｈ
）

ウ
エ
イ
ト

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
）

月日の設定 時分の設定

 

Ｙ 
 
 
(

５
９
ｈ)

デ
ー
タ
（
３
２
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
４
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
２
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
１
ｈ
）

 

  日付、時刻とも、十の位が０のときはデータに０（＝３０ｈ）を、時刻は２４時間で設定してください。

転送された日時情報はＶＦ６４インバータのトレースバックデータの保護発生時刻の情報に取り込まれま

す。 
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７．通信データフォーマット 

７．７  スレーブ応答データ 

（１）コマンドＪ ・・・・ ＶＦ６４インバータの運転状態データです。 

   

ＶＦ６４インバータの運転状態は１６ビットのデータです。

応答データの１バイトは４ビット分に相当します。

データの詳細は[表７．１１]を参照してください。

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
）

デ
ー
タ
２
（
Ｈ
）

デ
ー
タ
２
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
１
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
１
（
Ｈ
）

 

 

ﾋﾞｯﾄ 内容 ﾋﾞｯﾄ 内容

０ 運転または寸動指令入力中 ８ 初励磁中

１ インバータ運転中(減速停止中も含む) ９ ＤＣブレーキ中

２ ＪＯＧ運転中 １０ 未使用

３ 逆転指令中 １１ 未使用

４ ＤＣ励磁中 １２ 未使用

５ 停電中 １３ 未使用

６ 自動計測(ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ)運転中 １４ 未使用

７ ゲートドライブ中 １５ 未使用

各ビットは内容に記載した状態になっ

たときに１になります。その状態以外は０

です。また、ビット１０～１５は常時０と

なります。

通信での応答データとビット関連は以

下のようになります。

データ１（Ｈ）：ビット１２～１５

データ１（Ｌ）：ビット  ８～１１

データ２（Ｈ）：ビット  ４～  ７

データ２（Ｌ）：ビット  ０～  ３

 

表７．１１  運転状態フラグ 

（２）コマンドＫ ・・・・ ＶＦ６４インバータの保護状態データです。 

  ＶＦ６４インバータの保護状態は３２ビット

のデータです。応答データの１バイトは４ビット

分に相当します。

データの詳細は[表７．１２]を参照してください

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
）

デ
ー
タ
２
（
Ｈ
）

デ
ー
タ
２
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
１
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
１
（
Ｈ
）

デ
ー
タ
４
（
Ｈ
）

デ
ー
タ
４
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
３
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
３
（
Ｈ
）

 

 

ﾋﾞｯﾄ 保護内容 ﾋﾞｯﾄ 保護内容

０ コンソール異常 １６ 過電流保護動作

１ 通信異常　(通信ｵﾌﾟｼｮﾝでのﾀｲﾑｱｳﾄ) １７ IGBT異常(22kW以下と75kW以上の機種)

２ 速度制御ｴﾗｰ検出(検出選択:onのみ) １８ IGBT(U相)異常(30～55kWの容量機種)

３ モータ過熱保護(温度検出ｵﾌﾟｼｮﾝ使用時のみ) １９ IGBT(V相)異常(30～55kWの容量機種)

４ ｽﾚｰﾌﾞﾕﾆｯﾄ異常　(15022,40044以上の機種) ２０ IGBT(W相)異常(30～55kWの容量機種)

５ ＦＣＬ保護 ２１ 直流電圧過電圧保護動作

６ 設定データ異常(2) ２２ 過負荷電流保護動作

７ 設定データ異常(1) ２３ DCヒューズ断を検出

８ 設定データ異常(3) ２４ 始動渋滞

９ 設定データ異常(4) ２５ 過速度保護動作 (ﾍﾞｸﾄﾙ[VF64s･v]ﾓｰﾄﾞのみ)

１０ 未使用 ２６ 過周波数保護動作　(ｵｰﾌﾟﾝ[VF64]ﾓｰﾄﾞのみ)

１１ 未使用 ２７ 停電検出(直流電圧不足)

１２ 外部故障１ (86A動作/不動作選択可) ２８ 過ﾄﾙｸ保護動作 (保護動作:onでVF64s･v)

１３ 外部故障２ (86A動作/不動作選択可) ２９ 冷却フィン過熱保護動作(75kW以上の機種)

１４ 外部故障３ (86A動作/不動作選択可) ３０ EEPROMﾁｪｯｸｻﾑｴﾗｰ検出 (設定ｴﾘｱの異常)

１５ 外部故障４ (86A動作/不動作選択可) ３１ ｵﾌﾟｼｮﾝｴﾗー 検出           (ﾃﾞｼﾞﾀﾙｵﾌﾟｼｮﾝ)

各ビットは内容に記載した状態になったとき

に１になります。その状態以外は０です。また、

ビット１０，１１は常時０となります。

通信での応答データとビット関連は以下のよ

うになります。

データ１（Ｈ）：ビット３８～３１

データ１（Ｌ）：ビット２４～２７

データ２（Ｈ）：ビット２０～２３

データ２（Ｌ）：ビット１６～１９

データ３（Ｈ）：ビット１２～１５

データ３（Ｌ）：ビット  ８～１１

データ４（Ｈ）：ビット  ４～  ７

データ４（Ｌ）：ビット  ０～  ３

 

表７．１２  保護状態フラグ 
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７．通信データフォーマット 

７．７  スレーブ応答データ 

（３）コマンドＬ ・・・・ ＶＦ６４インバータの多機能出力状態データです。 

   

ＶＦ６４インバータの運転状態は１６ビットのデータです。

応答データの１バイトは４ビット分に相当します。

データの詳細は［表７．１３］を参照してください。

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
）

デ
ー
タ
２
（
Ｈ
）

デ
ー
タ
２
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
１
（
Ｌ
）

デ
ー
タ
１
（
Ｈ
）

 

ﾋﾞｯﾄ 内容 ｼｰｹﾝｻ機能有効 ﾋﾞｯﾄ 内容 ｼｰｹﾝｻ機能有効

０ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転終了 [O 00048] ８ トルク検出 [O 00050]

１ 速度検出1(Spd＝detect1) [O 00049] ９ 絶対値トルク検出 [O 00051]

２ 速度検出1(Spd≧detect1) [O 0004A] １０ 停電検出中 [O 00052]

３ 速度検出1(Spd≦detect1) [O 0004B] １１ 過負荷プリアラーム [O 00053]

４ 速度検出2(Spd＝detect2) [O 0004C] １２ 故障リトライ中 [O 00054]

５ 速度検出2(Spd≧detect2) [O 0004D] １３ 逆転中 [O 00055]

６ 速度検出2(Spd≦detect2) [O 0004E] １４ 未使用(不定) [O 00056]

７ 設定到達 [O 0004F] １５ サムチェック異常 [O 00057]

各ビットは内容に記載した状態になっ

たときに１になります。その状態以外は０

です。

通信での応答データとビット関連は以

下のようになります。

データ１（Ｈ）：ビット１２～１５

データ１（Ｌ）：ビット  ８～１１

データ２（Ｈ）：ビット  ４～  ７

データ２（Ｌ）：ビット  ０～  ３

 

表７．１３  多機能出力状態フラグ 

（４）コマンドＳ ・・・・ 要求したＶＦ６４インバータのモニタデータです。 

ＶＦ６４インバータのモニタデータは１６ビットのデータ

です。モニタデータが小数点付きの場合は小数点を外したデー

タとして読み出されます。例えば１０．００と表現されるデー

タは１０００（=３Ｅ８ｈ）となります（左図）。

データの詳細は［表７．７］を参照してください。

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 
（
Ｈ
）

デ
ー
タ
（
４
５
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
８
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
３
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）  

（５）コマンドＴ ・・・・ 要求したＶＦ６４インバータのパラメータ設定データです。 

  ＶＦ６４インバータのパラメータ設定データは１６ビット

のデータです。パラメータ設定データが小数点付きのデータの

場合は小数点を外したデータとして読み出されます。例えば、

１．０５と表現されるデータは１０５（＝６９ｈ）となります

（左図）。詳細は[9.ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定一覧表]を参照してください。

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
） 

デ
ー
タ
（
３
６
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
９
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）  

（６）コマンドＶ ・・・・ 要求した保護履歴番号の保護コードです。 

 

  ＶＦ６４インバータの保護コードは１６ビットのデータです。

左図は要求した保護履歴番号の保護内容は外部故障１ 

（１Ｄｈ）のときを表しています。 

保護コードの詳細は[表７．１４]を参照してください。 

Ｂ
Ｃ
Ｃ 

 

（
Ｈ
） 

デ
ー
タ
（
３
１
ｈ
）

デ
ー
タ
（
４
４
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）

デ
ー
タ
（
３
０
ｈ
）  

ｺー ﾄ゙ 内容 ｺー ﾄ゙ 内容 ｺー ﾄ゙ 内容

０ 保護内容なし Ｂ 過周波数 １６ 電流リミット保護（ＦＣＬ）

１ 過電流 Ｃ 直流部電圧低下 １７ 設定異常０

２ ＩＧＢＴ異常 Ｄ 過トルク １８ 設定異常１

３ ＩＧＢＴ（Ｕ相）異常 Ｅ フィン過熱 １９ 設定異常２

５ ＩＧＢＴ（Ｖ相）異常 Ｆ ＥＥＰＲＯＭメモリ異常 １Ａ 設定異常３

５ ＩＧＢＴ（Ｗ相）異常 １０ オプションエラー １Ｂ 未使用

６ 過電圧 １１ コンソールパネルエラー １Ｃ ＦＲＯＭメモリ異常

７ 過負荷 １２ オプション基板通信異常 １Ｄ 外部故障１

８ ヒューズ断 １３ 速度制御エラー １Ｅ 外部故障２

９ 始動渋滞 １４ モータ過熱 １Ｆ 外部故障３

Ａ 過速度 １５ スレーブユニット異常 ２０ 外部故障４

 
表７．１４  保護コード表 



22 

７．通信データフォーマット 

７．７  スレーブ応答データ 

（７）コマンドＷ ・・・・ 要求した保護履歴番号の１ポイントトレースバックデータです。 

  ＶＦ６４インバータの１ポイントトレースバックデータは

１６ビットのデータです。指定した１ポイントトレースバック

データが小数点付きのデータの場合は小数点を外したデータ

として読み出されます。例えば、２９８．６と表現されるデー

タは２９８６（＝ＢＡＡｈ）となります。（左図）

データの詳細は[表７．８]を参照してください。
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（８）コマンドＸ ・・・・ 要求したチャンネルのトレースバックデータです。 

  ＶＦ６４インバータのトレースバックデータ１６ビットの

データです。要求したチャンネルとポイント数（０～９９）の

データが読み出されます。データが小数点付きの場合は小数点

を外したデータとして読み出されます。例えば、－２００．０

と表現されるデータは－２０００（＝Ｆ８３０ｈ）となります

（左図）。データの詳細は[表 7.15,16]を参照してください。
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ﾁｬﾝﾈﾙ ＶＦ６４ Ｓ，Ｖモード ＶＦ６４ Ｖ／ｆ制御モード ディメンジョン 符号 

０ Ｕ相電流 Ｕ相電流 

１ Ｖ相電流 Ｖ相電流 

２ Ｗ相電流 Ｗ相電流 

３５３６／ｲﾝﾊﾞｰﾀ定格 有 

３ 直流電圧 直流電圧 

４ 出力電圧 出力電圧 

１０／１Ｖ（200Vｸﾗｽ） 

  ５／１Ｖ（400Vｸﾗｽ） 
有 

５ モータ速度 （未使用） 

６ 速度指令（加減速制御後） 速度指令（加減速制御後）
２００００／最高回転数 有 

７ トルク指令 トルク指令 ５０００／１００％ 有 

８ 出力周波数 出力周波数 

９ 滑り周波数 （未使用） 
２００００／最高周波数 有 

１０ 磁束 （未使用） １０２４／定格磁束 無 

１１ モータ温度 モータ温度 １０／１℃ 無 

１２ 故障フラグ(1) 故障フラグ(1) 表７．１６参照 無 

１３ 故障フラグ(2) 故障フラグ(2) 表７．１６参照 無 

１４ インバータ状態フラグ インバータ状態フラグ 表７．１６参照 無 

１５ インバータ指令フラグ インバータ指令フラグ 表７．１６参照 無  
表７．１５  トレースバックデータ 

ﾋ゙ ｯﾄ 故障フラグ（１） 故障フラグ（２） ﾋ゙ ｯﾄ インバータ状態フラグ インバータ指令フラグ 

０ 過電流 コンソールパネル異常 ０ 運転・寸動指令入力有り 運転指令 

１ ＩＧＢＴ異常 通信オプションのタイムアウト １ 運転中 ＪＯＧ 指令 

２ ＩＧＢＴ（Ｕ相）異常 速度制御エラー ２ 寸動運転中又は寸動運転していた 逆転指令 

３ ＩＧＢＴ（Ｖ相）異常 モータ過熱 ３ 逆転指令有り （未使用） 

４ ＩＧＢＴ（Ｗ相）異常 スレーブユニット異常 ４ ＤＣ励磁中 ＤＣブレーキ指令 

５ 過電圧 ＦＣＬ異常 ５ 停電中 （未使用） 

６ 過負荷 設定データエラー０ ６ 自動計測中 （未使用） 

７ ＤＣフューズ断 設定データエラー１ ７ ゲートドライブ中 励磁指令 

８ 始動渋滞 設定データエラー２ ８ 励磁中 （未使用） 

９ 過速度 設定データエラー３ ９ ＤＣブレーキ中 （未使用） 

１０ 過周波数 予備 １０ 始動時磁束上昇中 （未使用） 

１１ 直流部電圧低下 ＲＯＭメモリ異常 １１
プログラム運転終了停止中（一回実行

時） 
（未使用） 

１２ 過トルク 外部故障１ １２ （未使用） （未使用） 

１３ フィン過熱 外部故障２ １３ （未使用） （未使用） 

１４ ＥＥＰＲＯＭメモリ異常 外部故障３ １４ （未使用） （未使用） 

１５ オプションボード異常 外部故障４ １５ ＦＣＬ保護中 （未使用） 
 

表７．１６  トレースバック・データのフラグ一覧 
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８．初期設定（スイッチ・パラメータ） 

８．１  局番の設定 

 

   ＡＳＹＣ６４オプション基板上のスイッチ（ＳＷ５，ＳＷ６）で局番を設定します。 

ＲＳ―２３２Ｃインターフェイスを使用する場合は設定の必要はありませ

ん。 

  局番はＳＷ５で１０の位、ＳＷ６で１の位として設定します。 

右図はＳＷ５，ＳＷ６を強調して示したもので、局番を１５番に 

設定するときの状態を表しています。 

  このとき、マスタ局から送信する通信フレーム中の局番の設定 

は、１５番（＝０Ｆｈ）に対して局番Ｈ＝３０ｈ，局番Ｌ＝４６ｈ 

ということになります。                                            図

８．１ 局番の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．２  ジャンパスイッチの設定 

 

  右図はＡＳＹＣ６４オプションの内部回路です。 

ＳＷ３をＯＮさせるとＴｘａとＲｘａを短絡し、ＳＷ２をＯＮ

させるとＴｘｂとＲｘｂを短絡します。また、ＳＷ１をＯＮさせ

ると受信側に終端抵抗が内部で接続されます。 

ＳＷ２，ＳＷ３のＯＮ／ＯＦＦは常に同じ状態にしてください。

どちらか一方だけがＯＮの状態では正常に通信できなくなりま

す。また、複数台接続された通信形態（１：Ｎ）で使用される場

合は終端抵抗を接続された（ＳＷ１：ＯＮ）ＡＳＹＣオプション

は末端局のみ、接続してください。複数のＡＳＹＣ６４オプショ

ンで、ＳＷ１がＯＮの状態になっていると正常に通信できないことがありま

す。 

ＳＷはコネクタ（ＣＮ１）を上にして見たとき、可動部（白）を左側に移

動させたときがＯＮの状態になります。左図はＯＮの状態を表しています。 

 

 

 

 

 

ＳＷ６＝５

ＳＷ５＝１

ＣＨ×１

ＣＨ×１０

５

８
７

３
２０ １

４

６

９

例  局番１５の場合

５

８
７

３
２０ １

４

６

９

ＴＢ２

ＡＹＣ６４

Ｓ
Ｗ

３

Ｓ
Ｗ

２

Ｓ
Ｗ

１

Ｔ

Ｒ

内部路回

ＧＮＤ ５

Ｒｘｂ ２

Ｒｘａ １

Ｔｘｂ ４

Ｔｘａ ３

ＯＦＦＯＮ

ＳＷ１～ＳＷ３

    ・ＲＳ－４８５モードで接続する場合は、局番の設定を１～３１で使用してください。 

・ＲＳ－４２２モードで１：ｎ接続する場合は、局番の設定を１～３１で使用してください。 

・ＲＳ－４２２モードで１：１で接続する場合は、局番の設定を４１～７１で使用してください。

・局番は００，８０～９９の設定はしないでください。 

注 
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 ８．初期設定（スイッチ・パラメータ） 

８．３  インバータのパラメータ設定 

通信機能によってインバータを制御する場合は、インバータ本体に内蔵しているコンソール 

（ＳＥＴ６４またはＳＥＴ６４ＯＰ）と、ＶＦＣ６４制御プリント基板内の端子台の接点を設定・

入力する必要があります。以下に説明する（１）～（６）の『ボーレート』，『運転場所選択』，『多

機能入力場所選択』等の項目を使用目的の応じて設定して下さい。 

（１）ボーレートの設定 

FUNC
設定番号 設定項目 液晶部表示(★) 設定内容

０ （ 1200 bps）

１ （ 2400 bps）

２ （ 4800 bps）

３ （ 9600 bps）

４ （19200 bps）

Ｊ－０１ ＡＳＹＮＣボーレートの設定 ASYC64 BPS

５ （38400 bps）
 

この設定はＲＳ４２２／４８５とＲＳ２３２Ｃと共用です。また、３８４００ｂｐｓに設定したとき

はＲＳ２３２Ｃ側は１９２００ｂｐｓに設定されます。 

 

   （２）運転指令場所選択 

FUNC
設定番号 設定項目 液晶部表示(★) 設定内容

Terminal ０

Console １ｂ－１５ 連動時設定場所選択

DG-Option ２

Interlock ０

Terminal １

Console ２

DG-Option ３

ｂ－１６ 回転速度指令設定場所選択

AN-Option ４

Interlock ０

Terminal １

Console ２
ｂ－１７ 運転指令設定場所選択

DG-Option ３

Interlock ０

Terminal １

Console ２
ｂ－１８ 寸動指令設定場所選択

DG-Option ３

Terminal ０

AN-Option １ｂ－１９ トルク指令設定場所選択

DG-Option ２
 

指令場所選択はｂ－１５の連動（Interlock）場所で選択する場合とｂ－１６，１７，１８の設定を

個別に行う場合の２種類あります。速度指令、運転指令、寸動指令を全てＡＳＹＣ６４オプションで

行うときは以下のどちらの設定でも同じになります。 

設定１ 設定２

ｂ－１５ DG-Option ---------

ｂ－１６ Interlock DG-Option

ｂ－１７ Interlock DG-Option

ｂ－１８ Interlock DG-Option
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 ８．初期設定（スイッチ・パラメータ） 

８．３  インバータのパラメータ設定 

  （３）通信オプション使用選択 

FUNC
設定番号 設定項目 液晶部表示(★) 設定内容

Ｊ－００ デジタルオプション使用選択 DG-Option Ｏｆｆ

ｏｎ
 

 

   （４）多機能入力場所の選択 

FUNC
設定番号 設定項目 液晶部表示(★) 設定内容

Ｃ－００ 多機能入力場所選択 ML-In Sel. 0　　　　(Terminal)

1　　　　(DG.Option)

(★)ｵﾌﾟｼｮﾝｺﾝｿｰﾙ(SET64OP)を使用したとき。  

   （５）正転運転接点の短絡 

通信によってインバータを運転／停止する場合、端子台の正転運転（Ｓｔａｒｔ－Ｆ）接点 

を短絡する必要があります。（この接点が解放の状態では通信によるインバータの制御ができま

せん。）この接点はマスタ局など、外部機器に異常が生じた場合に開放することでシステム上の

安全を図ることができます。また、インバータのシーケンサ機能が有効になっており、正転指令

場所を変更している場合にはラダー図において端子台への入力信号が入力されているときに正転

指令が ON となるようにシーケンスを追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボーレートの変更および、ＡＳＹＣ６４の局番の設定変更を行ったときはインバータ

の電源を入れ直してください。 

注 
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９．パラメータ設定について 

 
コマンドＴ（設定データ読み出し要求）、コマンドＵ（設定データ変更要求）にて使用される 
パラメータ番号（設定番号）については、インバータの種類、ソフトウェアバージョンにより 
異なります。詳細については別途お問い合わせ下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 

・設定データ変更要求命令（コマンドＵ）を実行して変更された設定データは、 
インバータ本体の制御基板上のＥＥＰＲＯＭに書き込まれます。ＥＥＰＲＯＭ 
の書き込み回数は無制限ではありませんので、あまり頻繁に設定データを変更 
するような使い方はしないで下さい。 

注 
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